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チュユ語の音韻体系
西　田　文　信
0.	 はじめに
　四川省西部を南北に縦断するように複雑な地形が連なる山岳地帯は、
その歴史的・民族的な背景から、費孝通（1980）によって「川西民族走廊」
と名付けられた。この地域は古来より多くの民族が移動を繰り返し、さ
まざまな少数民族が集住している。現在この地域は、主にチベット族・
羌族・彝族が多く居住しているが、以上のような背景に絡んで多くの少
数言語が存在する。その中で、川西民族走廊に分布するチベット・ビル
マ系少数言語をまとめて「川西走廊諸語」と呼ぶ。
　本稿で考察するのは、これまで未記述であったチュユ語リタン（理塘）
方言の音韻体系である。筆者は 2007 年 9 月に 2週間、中華人民共和国四
川省甘孜蔵族自治州理塘県絨埧郷増達村にて現地調査を行い、チュユ語
の基礎語彙・音韻調査及び文法の初歩的調査を行った。本稿はその調査
結果の報告と音声・音韻の記述・分析を目的とするものである。収集し
た語彙数が 1500 語余りと少ないため、初期報告に過ぎないことをお断り
しておく。
1.	 チュユ語の背景
　チュユ語（漢語では「却域語」、英語ではChoyo、Cyoyu、Chuyu、
Queyu とも表記される。また自称は［Rperi］［Rpori］等）は、中華人民共
和国四川省甘孜（チベット語表記ではGarzê、以下同様）蔵族自治州の
新龍県（Nyagrong）、雅江県（Nyagquka）及び理塘県（Litang）に分布
している所謂「川西民族走廊諸語（Languages of  the Ethnic Corridor）」
のひとつである。上記の三県のボーダーの地域で話されているためこの
名がある。また、かつて陸（1985）によって報告された扎巴語は、黄
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（1991a, b）に拠ればチュユ語の一方言であり、現在では隣接地域で話さ
れている扎壩語（ダパ語）とは別言語であると考えられている。
　チュユ語の話者人口は約 7,000 人（王 1991：46）。その多くはチベット
語カム方言と漢語を流暢に操る。今回の調査で、この言語は小学生児童
間でも活発に話されており若年層でもよく保持されていることが確認で
きた。民族識別後、チュユ語話者はすべてチベット族に分類されている。
大部分はチベット仏教を信仰するが、一部多神教信者も存在する。
　チュユ語の言語系統は図 1の如くシナ=チベット語族・チベット=ビ
ルマ語派・羌語支（孫 2001：160）とされるのが一般的であるが、その下
位分類に関しては検討の余地がある。系統的には扎壩語と近い関係にあ
ると考えられ、漢蔵祖語（Proto-Sino-Tibetan）を考える際にも重要な鍵
となる言語であると筆者は考える。
　以下では、中華人民共和国四川省甘孜蔵族自治州理塘県絨埧郷増達村
にてテンダ（登達）氏（男性、調査当時 58 歳）を主たるコンサルタント
として収集した言語データの分析結果を報告する。
2.	 チュユ語の特徴
　チュユ語は膠着語で SOVの語順を有する。しかしながら、述語が文末
に立つという厳格な文法的制約に違反しない限り、その他の構成要素の
順序はかなり自由である。形容詞及び数詞+類別詞が主要部（名詞）に
後続する。後述の通り、子音連続が多く、4つの声調を有する。形態統語
論に関しては、概ね隣接するダパ語とパラレルであるが、動詞語幹の中
にはチベット語とは明らかに系統を異にするものが存在し、また述語形
式（助動詞）や助詞の中にはチベット=ビルマ諸語の古い形式と同定で
きるものもあり、また、epistemic verbal category には非常に興味深い
現象を有する言語であるので、この分野では非常に貴重なデータを提供
してくれる言語である。
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3.	 音韻体系
3.	1	 	音節構造
　チュユ語の音節構造は以下の如くである：
CCiGVC
（preinitial C：preaspiration, prenasal, approximant and obstruent; main 
initial Ci：all  the consonants; syllable core V：all  the vowels; glide G：
high vowels；final C：N, /r/, /j/）
　以下では、これらの成分の位置にどのような音素が立ちうるかを検討
してゆく
3.	2	 	子音
Bilabial Dental Alveolar Retroflex Palatal Velar Uvular
Voiceless stop p t k q
Voiceless 
aspirated stop
ph th kh qh
Voiced stop b d g G
Voiceless affricate ts tr c
Voiced 
aspirated affricate
tsh trh ch
Voiced affricate dz dr dj
Voiceless fricative f s sh sr sj X X
Voiced fricative v z zh zr zj g’ G’
Voiced nasal m n nj ng
Voicelss nasal hm hn hnj hng
Voiced 
approximant
w r j
Voiceles 
approximant
hr
Voiced lateral l
Voiceless Lateral hl
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閉鎖音： 摩擦音：
/p/ ［p］ Hpə ‘sun’ /s/ ［s］ Hsɨ ‘blood’
/ph/［ph］Hphə ‘gray’ /z/ ［z］ Hze ‘yak’
/b/ ［b］ Hbə ‘leaf’ /sh/ ［ʃ］ Hshi ‘pine tree’
/t/ ［t］ HtoLro ‘one’ /zh/ ［ʒ］ Lzhi ‘water’
/th/［th］ Htho ‘meat’ /sr/ ［ʂ］ Lsra ‘classifier’
/d/ ［d］ Ldo ‘lamp’ /zr/ ［ʐ］ LzrHben ‘Japan’
/k/ ［k］ Hku ‘year’ /sj/ ［ɕ］ Hsj ‘garlic’
/kh/［kh］LkhaHmi ‘cow’ /zj/ ［ʑ］ Lzji ‘house’
/g/ ［g］ LgaHtiaLdre ‘old’ /x/ ［x］ LnoHxa ‘lining’
/q/ ［q］ Hqa ‘cry’ /g’/ ［ɣ］ Hg’Lshi ‘yesterday’
/qh/［qh］Hqho ‘head’ /X/ ［χ］HaLXo ‘food’
/G/ ［ɢ］ HGaHmbo ‘box’ /G’/ ［ʁ］ LG’aHrlo ‘chest’
/f/ ［f］ HfuHtʉ ‘rain’ /v/ ［v］ Hvue ‘pig’
破摩音： 鼻音：
/ts/［ts］ Htsə ‘this’ /m/ ［m］HaHma ‘mother’
/tsh/［tsh］Htshi ‘thorn’ /n/ ［n］ LnɨHnɨ ‘milk’
/dz/［dz］LdzangHpaLlha ‘Avalokitesvara’/nj/ ［ɳ］ Hnje ‘eye’
/tr/［tʂ］LtroHntro ‘wild goose’ /ng/ ［ŋ］ Hnga ‘1st sg.’
/thr/［tʂh］Hthri ‘interjection’ /hm/［m̥］Hhmə ‘man’
/dr/［dʐ］LciHdro ‘wave’ /hn/ ［n̥］ LguHhna ‘egg’
/c/ ［tɕ］LsonHci ‘thrity’ /hnj/［ɳ̊］ HhnjeHhnje‘red’
/ch/［tɕh］Hchia ‘eat’ /hng/［ŋ̊］ Hhngə ‘gold’
/dj/［dʑ］LdjaHcha ‘street’
接近音：
/l/ ［l］ Hlə ‘wheat’ /hl/ ［l̥］ Hhle ‘god’
/r/ ［r］ Lri ‘mountain’ /hr/ ［ɹ̥］ Lhre ‘sand’
/w/［w］LweHri ‘bear’ /j/ ［j］ Ljo ‘interjection’
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3.	3	 	子音連続
　以下の 5つのタイプに分類される。語例は準備中のチュユ語語彙に関
する別稿を参照されたい。
3.	3.	1	 前気音型
◦ hp
◦ ht hth hts hs
◦ htr htrh hsr 
◦ hc hch hsj
◦ hk
◦ ɦd ɦz ɦzj ɦnj ɦj
◦ ɦm ɦn ɦl ɦr
3.	3.	2	 前鼻音型
◦ mph mb mth md mtsh
◦ mtrh mdr mch mdrh mz mzd
◦ mph mb mb
◦ nth nd nth ndr nd nch ndj ndz
◦ ▪dʑ
◦ ŋqh ŋG
◦ ŋ̊kh
3.	3.	3	 閉鎖音型
◦ pt pth pts ptsh ptr ptrh
◦ psh
◦ pc pch pts
◦ psj
◦ Pk
◦ bd bz bl br bzh bzr
◦ zd ktr ksj
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3.	3.	4	 摩擦音型
◦ sp sph sm shm
◦ st sts sn shn sl 
◦ sc sk skh sng sqh
◦ zg zb
◦ shtr shtrh zhzr 
◦ sjt sjth sjm  sjn sjnj sjhnj
3.	3.	5	 接近音型
◦ ldz lv lm ln  lG’
◦ hll
◦ rb rv rd  rz 
◦ rdzrdr rdj
◦ rz rzh rzr rzj
◦ rm rn rnj  rng
◦ rG rG’
3.	4	 	韻母
3.	4.	1	 単母音
front back
close /i/ /ʉ/ /ɨ/ /u/
half-close /e/ /o/
half-open /ɛ/ /ə/ /ɔ/
open /a/
3.	5.	2	 R 化母音
/ɨr/, /ʉr/, /er/, /ar/, /or/, /ur/
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3.	5.	3	 鼻母音	
in［ĩ］ ʉn［y］ ɨn［ɯ］ un［ũ］
en［e］ on［õ］
an［ã］
3.	5.	6	 二重母音
/ie, io, ue, ua, uɨ, ʉɨ, ei/
4.	 超分節音素
4.	1	 	声調の記述
　先行研究の記述と今回筆者が収集したデータの基づく分析を比較する。
4.	1.	1	 王天習の記述（新龍方言、王 1991：54–55）
1.［55］ high level co55 ‘to live’
2.［13］ rising co13 ‘spread’
3.［31］ falling pu55tsha 31 ‘bug’
4.［33］ neutral phə55phə ‘grey’
・［55］ ［53］or［54］/    #
・［13］ ［11］or［22］/    ［55］
         ［35］ /    ［13］，［31］，［33］
4.	1.	2	 筆者の記述（理塘方言）
1. high level（H） hli 55‘god’
2. low level （L） hli 11‘toungue’
4.	2	 	Tone	sandhi
H L tone sandhi in prefixed verb roots
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eg.
taLsho ‘go upwards’，leLsho  ‘go downwards’，
keLsho ‘go inwards’，g’eLsho ‘go outwards’
5.	 小結
　以上、チュユ語リタン方言の音声・音韻を略述した。中華人民共和国
四川省で話されている諸言語は社会的地理的条件から記述の全くない言
語も幾つかあるが、最も研究の進展しているチュユ語もまだまだ研究の
余地が残されている。音韻に関しても、特にリズム・イントネーション
は重要な分野であり。チベット=ビルマ諸語の比較歴史言語学的研究に
非常に興味深いデータを提供してくれると確信している。今後はチュユ
語の形態統語論（morphosyntax）の調査・研究にも従事する所存である。
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